
　　　盛岡市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について

基本目標１　全ての子どもが健やかに育つ環境づくり

№ 成果指標 実施施策名 主管課
計画策
定時

Ｈ27実績
値

Ｈ28実績
値

31年度目
標値

28年度の主な取り組み 成果が向上（低下）した要因 29年度の重点取組項目（事業）

1
待機児童数（１月１
日現在）【人】

↓
（１）幼児期の
教育・保育の
充実

子育て
あんし
ん課

259 285 218 0
認可保育所等の開設にあたり，施設の建築，
改修の費用に対して補助を行った。

認可保育所等（11園）の開設により，
定員の拡大が図られた。

認可保育所等の新設による定員拡
大

2
放課後児童クラブを
利用できなかった児
童数【人】

↓
（２）放課後の
子どもの居場
所づくり

子育て
あんし
ん課

40 43 31 0
既存の２クラブが新たにクラブを創設するにあ
たり，施設建築補助や開設支援補助を行った。

新たなクラブの創設により，定員の拡
大が図られた。

クラブの新設等による定員拡大

3
放課後子供教室の
実施箇所数【箇所】

→
（２）放課後の
子どもの居場
所づくり

生涯学
習課

5 5 5 5
27年度と同様市内５教室にて実施した。また，
放課後子どもだよりを発行し，各教室における
活動の周知を行った。

現状の維持に努めた。 実施箇所数の現状維持に努める。

4

乳幼児総合診査か
ら療育につながった
子どもの割合
【％】

↑

（３）障がいの
ある子どもへ
の支援の充
実

母子健
康課

96.3
（※平成
25年度
実績）

96.1 96.3 98.0
総合診査審査会を年１２回，親子教室４８回実
施する中で，親の意向を確認しながら，必要な
療育につなげた。

親の意向を確認しながら必要な療育
につながるよう関係機関と連携を図っ
たことが，要因と考えられる。

療育を必要とする子が望ましい療育
へつながるように，継続して関係機関
と連携していく。

5
児童虐待相談が解
決した割合【％】

↑
（４）児童虐待
の防止

子ども
青少年
課

57.5
（※平成
25年度
実績）

21.7 33.5 65.0

個別面談や，電話での相談に対応するほか，
虐待通告があった際には調査を行い，児童相
談所等の関係機関と連携しながら指導・援助を
実施した。

児童虐待だけではなく，経済的困窮
や保護者の精神疾患など複合的な課
題を抱えているケースが増えているた
め，解決が困難になってきていること。

関係機関との連携により児童虐待の
早期発見，早期対応に努める。必要
に応じて個別ケース検討会議を開催
し，支援策等を検討する。

6
児童虐待の実相談
件数　　【件】

→
（４）児童虐待
の防止

子ども
青少年
課

178 337 395 178
虐待通告があった際には調査を行い，児童相
談所等の関係機関と連携しながら指導・援助を
実施した。

①家庭内に複合的な課題を抱えてい
る世帯が増えていること。②報道等に
より地域における児童虐待防止への
関心の高まりがあり，通告が増えてき
ていること。

地域住民や関係機関との連携により
児童虐待の早期発見，早期対応に
努める。

資料１ 

1 



基本目標２　安心して産み，育てられる環境づくり

№ 成果指標 実施施策名 主管課

現状値
（27年度
計画策
定時）

Ｈ27実績
値

Ｈ28実績
値

31年度目
標値

28年度の主な取り組み 成果が向上（低下）した要因 29年度の重点取組項目（事業）

7
妊婦健康診査受診
率　　　　【％】

↑
（１）母子保健
の充実

母子健
康課

95.8
（※平成
25年度
実績）

97 98.4 96.0
妊娠届出時に受診について説明し，週数にあ
わせての受診勧奨を行った。

週数に応じた細やかな受診勧奨を
行ったことが，受診率の向上につな
がっているものと考える。

今年度も引き続き受診勧奨をする。

8
３歳児健康診査受診
率　　【％】

↑
（１）母子保健
の充実

母子健
康課

85.9
（※平成
25年度
実績）

84.6 88 88.0
未受診者に対して受診勧奨はがきを送付。そ
の後も未受診の場合は，保健師が電話や訪問
で受診勧奨をした。

平日受診が難しい保護者に対して
は，休日健診を勧めるなど，未受診勧
奨を細やかにした。

一次健診（集団健診）受診率は100％
であるので，保護者に対して二次健
診（小児科診察）をきちんと受診する
ように意識づけをする。

9
乳児家庭全戸訪問
事業における訪問割
合【％】

↑
（１）母子保健
の充実

母子健
康課

45.6
（※平成
25年度
実績）

72.3 90.3 100.0
非常勤助産師や在宅訪問員及び地区担当保
健師，子育て世代包括支援センター保健師等
連携を取って訪問を実施した。

2,100件の訪問目標を掲げ，非常勤助
産師の１名の欠員が続いたが，その他
の訪問担当者で連携をとって実施し
た。

在宅訪問員の委託料が増額され，１
名在宅訪問員を増やした。連携をとり
ながら100％の目標を目指す。

10

市民アンケート調査
「子育てをつらいと
感じている」と答えた
子どものいる親の割
合　　　【％】

↓
（２）子育て世
帯への支援
の充実

子ども
青少年
課

19.3 22 24 14.5

地域子育て支援センターやつどいの広場等に
より，育児不安の軽減を図るとともに，ファミリー
サポートセンター事業により，地域における育
児の相互援助活動の促進を図った。

子育て支援に対する市民ニーズの多
様化や需要の拡大にサービスが応じ
きれていないことや，核家族化の進行
を背景とした子育ての孤立化が要因
になっているものと考える。

引き続き，地域子育て支援センター
やつどいの広場を運営するほか，
ファミリーサポートセンター事業を実
施するとともに，新たに，もりおか子育
て応援プラザ（ma*mall）を開設する。

11

市民アンケート調査
「盛岡市の子育て支
援策・支援活動が充
実していると感じる」
と答えた市民の割合
【％】

↑
（２）子育て世
帯への支援
の充実

子ども
青少年
課

15.5 13.3 15.2 40.0

子育てに関する情報や遊び場の提供を通じ，
子育て世帯の負担の軽減に努めた。課窓口や
市ホームぺージにおいて，ニーズに応じた子
育て支援情報の提供に努めた。子育て支援員
研修を開催し，子育て支援人材の確保を図っ
た。

　子育て支援に対する市民ニーズの
多様化や需要の拡大が背景になって
いるほか，市の施策が十分に市民に
周知されていないことも一因となって
いるものと考える。

引き続き，地域子育て支援センター
やつどいの広場を運営するほか，
ファミリーサポートセンター事業を実
施するとともに，新たに，もりおか子育
て応援プラザ（ma*mall）を開設する。

12

市民アンケート調査
「盛岡市の子育て支
援策・支援活動が充
実していると感じる」
と答えた市民の割合
【％】

↑
（３）経済的負
担軽減対策
の充実

子ども
青少年
課

15.5 13.3 15.2 40.0
保育料の軽減に関し，国に基づき多子軽減に
伴う多子計算の年齢制限を撤廃した（所得制
限有）。

　子育て支援に対する市民ニーズの
多様化や需要の拡大が背景になって
いるほか，市の施策が十分に市民に
周知されていないことも一因となって
いるものと考える。

幼児教育の段階的無償化を推進す
る。

13
就業支援事業により
就業した母子家庭の
割合【％】

↑
（４）ひとり親
家庭等への
支援の充実

子ども
青少年
課

79.5
（※平成
25年度
実績）

66.7 85.7 86.0
母子家庭等高等職業訓練促進給付金・自立支
援教育訓練促進給付金，母子・父子自立支援
プログラム策定事業等の周知を図った。

母子家庭等高等職業訓練促進給付
金の支給対象期間延長後の修了者が
就職したため。

母子家庭等高等職業訓練促進給付
金の支給期間が1年多くなったこと
と，自立支援教育訓練給付金の支給
割合が2割から6割に引き上げられた
ことなどの制度改正の周知を図る。
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基本目標３　みんなで子ども・子育てを支える環境づくり

№ 成果指標 実施施策名 主管課

現状値
（27年度
計画策
定時）

Ｈ27実績
値

Ｈ28実績
値

31年度目
標値

28年度の主な取り組み 成果が向上（低下）した要因 29年度の重点取組項目（事業）

14

市民アンケート調査
「子育てをつらいと
感じている」と答えた
子どものいる親の割
合　　　【％】

↓

（１）地域にお
ける子ども・
子育て支援
の促進

子ども
青少年
課

19.3 22 24 14.5

公共施設や商業施設等に授乳やおむつ交換
などで立ち寄ることができる「赤ちゃんの駅」を
設置するとともに，子ども未来基金を創設し，市
民・団体が行う子育て支援の取組の促進を
図った。

子育て支援に対する市民ニーズの多
様化や需要の拡大にサービスが応じ
きれていないことや，核家族化の進行
を背景とした子育ての孤立化が要因
になっているものと考える。

　子ども未来基金の周知を強化し，
市民・団体等による子育て支援の取
組を促進する。

15
くるみんマーク認定
企業数【社】

↑
（２）仕事と家
庭の両立支
援

厚生労
働省
岩手労
働局

10 12 12 20

民間企業の経営者・人事担当者を対象とした
ワーク・ライフ・バランスに係る講座の開催や，
優れた取り組みを行った企業の表彰など民間
企業がワークライフバランスに取組むことができ
る環境づくりを推進した。

徐々にではあるが，ワーク・ライフ・バラ
ンスに関する意識が高まってきてい
る。

実際に取組みを行い成果を上げてい
る企業の事例について情報を共有す
る機会を提供するなど，カリキュラム
内容の見直し等を検討する。

16
待機児童数（１月１
日現在）【人】

↓
（２）仕事と家
庭の両立支
援

子育て
あんし
ん課

259 285 218 0
認可保育所等の開設にあたり，施設の建築，
改修の費用に対して補助を行った。

認可保育所等（11園）の開設により，
定員の拡大が図られた。

認可保育所等の新設による定員拡
大

17

市民アンケート調査
「子育てをつらいと
感じている」と答えた
子どものいる親の割
合　　【％】

↓
（３）子育てを
応援する仕
組みづくり

子ども
青少年
課

19.3 22 24 14.5
子育て中の世帯を対象に，もりおか子育て応
援パスポートの発行を行った。

子育て支援に対する市民ニーズの多
様化や需要の拡大にサービスが応じ
きれていないことや，核家族化の進行
を背景とした子育ての孤立化が要因
になっているものと考える。

協賛店の拡大や，協賛店・サービス
内容等の情報提供の充実に努める。
また，子ども未来基金への寄付を募
り，社会全体で子育てを支える機運
の醸成を図る。

18

市民アンケート調査
「盛岡市の子育て支
援策・支援活動が充
実していると感じる」
と答えた市民の割合
【％】

↑
（３）子育てを
応援する仕
組みづくり

子ども
青少年
課

15.5 13.3 15.2 40.0
子育て中の世帯を対象に，もりおか子育て応
援パスポートの発行を行った。

　子育て支援に対する市民ニーズの
多様化や需要の拡大が背景になって
いるほか，市の施策が十分に市民に
周知されていないことも一因となって
いるものと考える。

協賛店の拡大や，協賛店・サービス
内容等の情報提供の充実に努める。
また，子ども未来基金への寄付を募
り，社会全体で子育てを支える機運
の醸成を図る。
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